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こ
れ
っ
て
「
し
つ
け
」
!?　
「
虐
待
」
!?

　
し
つ
け
と
思
っ
て
し
て
い
る
こ
と
で
も
、虐
待
に
あ
た
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
の
仕
方
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

悪いことをしたら叩く

例えば・
・・

他の子と比べて
責める

年齢不相応な
早期教育をする

暴力は歯止めがき
かなくなって、エ
スカレートする危
険性があります。

言葉で脅すこと
は、恐怖感をう
えつけたり子ど
もの自尊心をう
ばったり、周囲
の人への信頼感
が育めなくなっ
てしまいます。

子どもの教育や発達にとって
好ましくない養育状態です。

児
童
虐
待
の
４
つ
の
タ
イ
プ

　
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
激
し

く
ゆ
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
さ
せ

る
、
戸
外
に
閉
め
出
す　
な
ど

　
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器

や
性
交
を
見
せ
る
、
被
写

体
な
ど
を
子
ど
も
に
強
要

す
る　
な
ど

　
ネ
グ
レ
ク
ト

（
保
護
の
怠
慢
・
養
育
の
放
棄
）

適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な

い
、病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い
、

子
ど
も
を
残
し
た
ま
ま
外
出
す

る
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
放

置
す
る　
な
ど

通告・
相談先

子ども家庭相談課　 （25）8517
虐待ホットライン（24 時間対応）　 077（562）8996

　
心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
無
視
し

た
り
拒
否
的
な
態
度
を

と
る
、
子
ど
も
の
前
で

配
偶
者
な
ど
に
暴
力
を

ふ
る
う
、
き
ょ
う
だ
い

間
の
差
別
的
な
扱
い
を

す
る　
な
ど

５
月
は
児
童
福
祉
月
間
で
す

　
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ

こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、
豊

か
な
愛
情
に
包
ま
れ
て
の
び
の
び
と
育
つ
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
児
童
福
祉
週
間

（
５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間
）

標
語
「
世
界
に
は　
君
の
輝
く　
場
所
が
あ
る
」 ・ 子育て支援課　 （25）8136

おかあさんありがとう＆母と子のスポーツ大会
　県内の母子家庭の親子が集まり、子どもと一緒に走ったり
競技をしたり、日ごろ忙しいお母さんも、たっぷりお子さん
と触れ合っていただけるイベントです。

▼日時　６月 14 日（日）　10 時～ 15 時 30 分
▼場所　守山市民体育館（守山市三宅町１００番地）
▼内容　スポーツ大会（親子でデカパン競争、おやつだよなど）
　　　　体験コーナー（紙ひこうき作り、あてものなど）
▼対象　県内在住の母子家庭の親子
▼参加料　無料
▼申込締切　５月 13 日（水）
▼申込方法　電話
※高島市のぞみ会会員の方は直接のぞみ会へお申し込みください。

　
保
護
者
に
と
っ
て
一
生
懸
命
に
子

育
て
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
子

ど
も
の
心
身
の
成
長
や
人
格
の
形
成

等
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
は

「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

コラ
ッ
あか
んや
ろ

◯◯ちゃんは

きちんとして
は

るで。どうし
て

できひんの！

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
の

ば
い
じ
ん
受
け
入
れ
再
開

　
３
月
27
日
（
金
）
に
、
大
阪
湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
３
月
30
日
付
け
で
現
在
の

ば
い
じ
ん
搬
入
停
止
措
置
を
解
除
す
る
と
の
連

絡
を
い
た
だ
き
、
４
月
８
日
（
水
）
に
搬
入
を

再
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
保
管
し
て
い
た
環

境
セ
ン
タ
ー
の
ば
い
じ
ん
は
、
５
月
末
ま
で
に

搬
出
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
ご
み
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　市では、平成 26 年度に引き続き、
生ごみの減量化や堆肥化による再資
源化を推進するために、生ごみ処理
機、コンポスト（処理容器含む）お
よび基材の購入者に対して、次のと
おり補助金を交付します。
　ぜひこの制度を活用ください。

※手続きは簡単です。支所でも受け付けます。

　また、この制度とは別に事業所を対象にした生ごみ処理
機購入の補助制度を創設しています。補助率は２/ ３で、
限度額は２００万円です。ただし、手続きには事前の申請
が必要です。ご注意ください。

ご利用いただいた事業所等の声をご紹介します。

事業所Ａ
・リサイクル化の意識に変化があった
・水分の多いおかゆも、しっかりと処
理されている アンフィニ

・生ごみが約５分の１になった
・堆肥は、施設の花壇や利用
者の畑などで利用している
・習慣になれば定着できる

静里なのはな園
・厨房のごみが約３分の１になった
・生ごみの投入も処理機の操作も簡単

　生ごみ処理機やコンポスト等をご利用の皆さんは、ぜひとも生ごみ処
理機等の感想や補助制度について、ご存じない方にお伝えください。
　生ごみの資源化や減量化には、皆さん一人ひとりの協力が大切です。
皆さんの取り組みを、環境政策課のメールまたはファックスにお寄せく
ださい。

環境政策課　 （25）8123　 （25）8145
　　　　　　　 kankyo@city.takashima.lg.jp

●制度の概要

●手続き

●利用者の声

①購入　⇒　②申請（領収書添付）
⇒　③請求　⇒　補助金の振り込み

　市民の皆さんのご理解とご協力により、環境セ
ンターに収集される「燃やせるごみ」が前年度同
月に対して 75.82t（6.01%）減少しました。
引き続き、ごみの分別や減量にご協力ください。

  燃やせるごみの収集量３月の

補助金申請受付状況４月15日までの

○電気式生ごみ処理機……………… ７８２件
○コンポスト………………………… ３８２件
○事業所用（大型）生ごみ処理機…… １３件

（平成 26 年４月１日からの累計）

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
生
ご
み
処
理
機
等
補
助
制
度

昨年から
利用世帯

が

約１，２００増加

しました

区　分 補助率 限度額
生ごみ処理機 ２／３ 40,000 円
コンポスト

（処理容器） ２／３ 7,500 円

基材 ２／３ 3,000 円

ご利用いただいた事業所等の声をご紹介します。

アンフィニ

再生への歩み

（単位）ｔ

上段　Ｈ 25 年度
下段　Ｈ 26 年度

Ｈ 25
Ｈ 26

100 150 200 250 300
（週）

1000 1100 1200 1300900
（合計）

第１週
234.67t
222.04t

第２週
234.69t
222.06t

第３週
245.49t
242.92t

第４週
274.32t
247.45t

第５週
273.03t
251.91t

合　計
1,262.20t
1,186.38t


